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木質ペレット焚空調設備全景
（左からペレットタンク，ボイラー本体，クーリングタワー）

林業研究所では，地域グリーンニューディール基金事業を活用して，地球温暖化

防止のための二酸化炭素排出量削減取組として，木質ペレットを燃料とする冷暖房

設備を導入（平成 24 年 3 月完成）しました．この木質ペレット焚空調設備の設置

は，県内では第 1 号です．
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ご あ い さ つ

林業研究所長 小 林 俊 也

このたびの定期異動で林業研究所長を拝命いたしました．微力

ではございますが，職責を全うするため精いっぱい努力してまい

りますので，皆様のご支援，ご協力をお願いいたします．

さて，4月に行われた県の組織改正で，森林・林業分野が環境森

林部から農林水産部へ10年ぶりに戻ったことに伴い，当研究所も

農林水産部所管となりました．

また，同じく4月に県の長期計画である「みえ県民力ビジョン」

が策定され，この中で森林・林業分野には「災害に強い森林づく

り」，「もうかる林業への転換」が求められています．

当研究所では，この「ビジョン」の方針に基づき，低コスト保育技術，伐採跡地の森林造成技術な

ど効率的な森林整備手法やシカ害対策など「災害に強い森林づくり」の基礎となる技術開発や研究に

取り組んでいるところです．

一方，「もうかる林業への転換」については，木質バイオマスのエネルギー利用などの新たな動きを

踏まえつつ，木材生産の低コスト化，需要拡大にこれまで以上に強力に推進する必要があることから，

作業道開設支援技術や収穫コスト予測技術などの低コスト化に向けた研究のほか，効率的な乾燥材生

産など需要拡大につながる研究に取り組んでいます．

言うまでもないことですが，これらの開発された技術や知見は，利用されて初めて価値が出るもの

です．

このため，県の方針を踏まえながら，変化するニーズを的確に捉え，皆様に使っていただける技術

や商品を研究・開発し，タイムリーに提供していくことが当研究所の使命であると考えています．

林業研究所は小さな組織ではありますが，今後も行政機関，研究機関や事業体等と連携・協創しな

がら研究を進め，県民の皆様に貢献できる技術や情報の提供に努力してまいりますので，ご指導，ご

支援をお願い申し上げます．
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成 果 物 パ ン フ レ ッ ト の 紹 介

● 「安全・安心な乾燥材の生産・利用マニュアル」

表面割れを防ぐ方法として高温セット法が考え出されました

が，この方法では温湿度管理が不適切な場合には内部割れが発

生することがあります．このことから，平成21 ～ 23年度に

かけて，構造用一般材（スギ，ヒノキ，カラマツ，アカマツ，

ヒバなど）の心持ち正角材の乾燥を対象に，内部割れの発生を

少なくする乾燥スケジュールの開発と，内部割れと強度におよ

ぼす影響を調査を行い，その成果を取りまとめたマニュアルを

作成しました．

このマニュアルでは，内部割れが少なく，強度面でも問題が

生じない「推奨乾燥スケジュール」を提案しているほか，各ス

ケジュールでの内部割れの発生状況や内部割れの評価法，生産

性向上のための技術も紹介しています．

配布を希望される場合は，林業研究所HP

（http://www.mpstpc.pref.mie.lg.jp/RIN/paper/anzen.htm）から

ファイルをダウンロードしてください．

 （林産研究課 小林秀充）

● 「スギ・ヒノキをニホンジカから守る－剥皮害防止対策のポイント－」

近年，三重県において増加しているニホンジカによるスギ・

ヒノキの剥皮害について，被害対策のポイントを整理したパン

フレットを作成しました．

このパンフレットでは，林業研究所が実施した剥皮害防止資

材の効果試験の結果をもとに，優良材や並材などの生産目標に

応じて使用する資材を推奨しています．

また，剥皮害の地上高から材変色部の地上高を予測する早見

表も記載しています．

林業研究所のホームページ

（http://www.mpstpc.pref.mie.lg.jp/RIN/paper/paper.htm）にも

掲載してありますので，ぜひご覧ください．

 （森林環境研究課 福本浩士）
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新 任 者 紹 介

工業研究所から異動してまいりました．2回続

けて研究所勤務となりましたが，仕事の分担や進

め方など前の部署とは違っており，また，前任者

は6年間もみえた人の後任ということで，試行錯

誤しておりますが，最善を尽くしたいと思います

のでご指導のほどよろしくお願いします．

●副参事兼
企画調整課長

濱口 信弘

はじめて研究所に配属され，出先事務所とは違

うところばかりで戸惑っております．

難しい研究を引き継ぐことになり，プレッ

シャーを感じておりますが，自分なりに，精一杯

やろうと思っていますので，よろしくお願いしま

す．

●森林環境研究課
主任研究員

野村 久子

昭和50年頃（古るー）林政課でお世話になっ

て以来の林業職場です．県職員最後の職場がこの

林業研究所です．不慣れな私ですが皆様よろしく

お願いします．

（最近好きなこと…デジカメ撮影とスカイプ）

●企画調整課
主査

池山 和光

2年間の熊野勤務を終え再び戻ってまいりまし

た．久しぶりの林業普及の仕事は良い勉強になり

ました．

とはいうものの，自信を持って指導できるのは

きのこのことぐらいです．きのこに関して分から

ないことがあれば，何なりとお問い合わせくださ

い．今後ともよろしくお願いいたします．

●林産研究課
主幹研究員

西井 孝文

再任用制度により，森林環境研究課で再び研究

に携わることになりました．

育林・育種部門の研究及び事業を担当していま

す．現場での調査も多く，体力の不足は周りの人

に助けてもらうことが必要ですが，その分はこれ

までの経験でお返しできたらと考えています．

●森林環境研究課
主任研究員

奥田 清貴

再任用職員として3年目です．体力，気力とも

に充実しており，まだまだ若い職員には負けませ

ん．私もこれまで山の近くで暮らし，山に親しみ

もありますので，「林業の再生」の一助となるよ

う業務に当たって行く所存です．どうかよろしく

お願いします．

●企画調整課
主査

川崎 博志
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この木質ペレット焚ボイラーは今年7月から稼働

しています．なお，従来の灯油焚ボイラーについて

も補完用として利用します．

灯油焚ボイラーのみの場合と比較すると，年間の

二酸化炭素排出量は，約10トンの削減が見込まれ

ます．

 （副参事 濱口信弘）

 写 真 で 見 る
 森林・林業技術解説シリーズ 24

木質ペレットボイラーによる冷暖房システムを導入しました

木質ペレット燃料です．長さ約3.0cm，直径
約0.6cmの円柱形であり，密度は約0.7g/cm3

です．

ペレットタンクの容量は2.4m3で，ペレット
重量にして約1.6tを保管することができま
す．
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ペレットタンクへの燃料投入状況


